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プラウド卒業生紹介

1964年3月横浜国大工学部応用化学科卒
現職　蛭田経済研究所所長、ニコン社外取締役等

＜経歴＞
1964年　横浜国立大学を卒業後旭化成工業入社。
　　　　�エンジニアリング樹脂工場長、レオナ工場

長などを歴任
1997年　旭化成　取締役就任
1999年　同　社　常務取締役就任
2001年　同　社　専務取締役就任
2002年　同　社　副社長就任
2003年～ 2010年　同　社　代表取締役社長
2004年～ 2006年　石油化学工業会会長
2010年　旭化成　最高顧問就任
2016年～ 2020年　旭化成相談役　
2016年～現在に至る　�一般社団法人技術同友会代表

理事・代表幹事就任
2019年～ 2021年　横浜国立大学校友会会長
2019年～現在に至る

＜推薦理由＞
　旭化成社長在任中に業績を飛躍的に向上させただ
けでなく、石油化学工業会の会長も務め、日本の化
学工業の発展にも尽力された。
　横浜国立大学への貢献としては、経営協議会委員
や校友会会長などを務める傍ら、同窓会等の講演会
で複数回講演を行い、2021年工学部100周年記念特別
講演に際し、吉野博士の来学・対面での講演実現に
多大な貢献をされた。そのほか本学に多額の寄付も
されている。

蛭田史郎氏


